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　全国的に知名度の高いやきもの
を地場産業として持ち、多くの歴史
的遺産を有する『伝統・文化』の香
りの高いゾーンです。これらを活か
した効果的な連携を図りつつ、地
域の持つ歴史・文化・自然という魅
力ある個性をさらに強化し、観光、
産業を中心とした地域の活性化を
進め豊かでうるおいのある地域づ
くりを進めます。 

　忍術・薬業など極めて個性豊か
な歴史と文化・風土をもつゾーンで、
この地域が第二名神高速道路の整
備によって高速交通体系に組み込
まれ、全国との強い結びつきが生ま
れます。この地域のもつ『歴史・文化』
を最大限に活用し、観光振興、産業
連携によって新たな魅力を創出し、
さらに個性と活力のある地域づく
りを進めます。 

　古くは伊勢参宮道、近世の東海
道など、街道を中心に産業や文化
が栄えたゾーンで、現在でもそのな
ごりが色濃く出ている地域であり、
まさに『街道・文化』という名にふさ
わしいゾーンです。 
　この歴史的な特色を活かし、広
域的な連携を視野に入れ、より魅
力あるゾーンとするため、国土連携
軸を活用した文化交流、産業連携
の促進により新たな賑わいのある
地域づくりを進めます。 

伝統・文化ゾーン 歴史・文化ゾーン 街道・文化ゾーン 

地 域 整 備 方 針  

地域イメージ図 

地域核 

国土連携軸 

広域連携軸 

地域連携軸 

居住環境整備・ 
地域活性化エリア 

自然環境保全エリア 

　
平
成
17
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
昨
年

10
月
1
日
に
水
口
・
土
山
・
甲
賀
・
甲
南
・

信
楽
の
5
町
が
合
併
し
、「
甲
賀
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、合
併
は
、あ
く
ま
で

も
手
段
で
あ
り
、合
併
に
よ
っ
て
こ
の
地

域
の
発
展
、市
民
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
求
め
、

そ
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が

真
の
目
的
で
あ
り
、そ
の
実
現
の
た
め
の

努
力
は
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、新
生
・
甲
賀
市
の
将
来

を
し
っ
か
り
見
据
え
て
「
人
の
心
を
大
切

に
す
る
愛
の
あ
る
行
政
」
を
基
軸
に
、新

時
代
を
切
り
開
く
「
改
革
の
勇
気
」
と
「
創

造
の
知
恵
」
を
発
揮
し
、市
民
の
方
々
が

合
併
に
託
し
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち
」
に
ふ

さ
わ
し
い
、新
生
「
甲
賀
市
」の
将
来
像『
み

ん
な
が
つ
く
る
　
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
て
、
21
世
紀
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
は
、合
併
に
よ
る
行
政
の

広
域
化
・
効
率
化
等
を
最
大
限
に
生
か
し
、

均
衡
あ
る
発
展
を
期
す
た
め
の
「
道
し
る

べ
」
で
あ
る
新
市
建
設
計
画
を
基
に
、早

期
に「
甲
賀
市
の
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

市
民
皆
さ
ん
と
と
も
に
、新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
甲
賀
を
作
り
出
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

夢のある「甲賀市」 まちづくりスタート！ 夢のある「甲賀市」 まちづくりスタート！ 

「住みよさと
 活気あふれるまち」

みんながつくる

・保健･福祉のまちづくり 
・自然と共生したまちづくり 
・便利で安全なまちづくり 
・地域経済を発展させるまちづくり 
・子育てしやすいまちづくり 

まちづくりの方向性 

まちづくりの重点施策 

新市のあるべき姿 

新市まちづくりの4つの視点 

・豊かで多様な自然の活用と保全 
・受け継がれた固有の伝統産業の振興 
・多彩な人材の育成と活用 
・風土に培われてきた特産品の振興 
・豊富な地域固有の歴史の活用 

・活気のあるまち 
・みんなに便利なまち 
・住み心地のよいまち 
・参画できるまち 

・市民が主役 
・未来志向 
・環境を守る 
・地域の均衡ある発展 

新市建設計画　将来像 

新市まちづくりの基本方針 

地域整備方針 　甲賀市は、森林、丘陵、河川など地域の特色ある自然と街道・忍術・薬業・やきもの・茶など多
様な歴史文化を併せ持つ、地域固有の特性を持っています。 

　このことから、「街道・文化ゾーン」、「歴史・文化ゾーン」、「伝統・文化ゾーン」の3つのゾーン

に区分し、ゾーンごとの魅力、特色を踏まえ、それぞれの個性を活かしながら、地域の将来を担

う若者が、生き生きと暮らせる地域づくりを進めます。 

住民が参画する 
　　　　連携・交流の盛んなまちづくり 

地域が一体となって支えあう 
　　　　　　　健康・福祉のまちづくり 

安全で快適に暮らせる 
　　　　　　　　 住みよいまちづくり 

住みやすさと交流・活力を創出する 
　　　　　　　　　機能的なまちづくり 

地域の個性を活かし、たくましい 
　　　　　　　　産業が育つまちづくり 

いきがいと創造力をはぐくむ 
　　　　　教育・歴史・文化のまちづくり 
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